
 

 

          

 
 

『7月 おはよう運動』 （弥栄こども園・弥栄小学校・弥栄中学校） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

『園小・小中の交流活動が活発化』 （弥栄こども園・弥栄小学校・弥栄中学校） 
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弥栄小学校 

7月 1日（火）、今年度 3回目の「おはよう運動」を行いました.。弥栄の子どもたちは、保護者の皆様はも
ちろんのこと、日頃から多くの地域の皆様に温かく見守られながら安全に登下校が出来ています。いつもあり
がとうございます。 

【写真上段（弥栄小学校）】保護者、民生児童委員協議会、地域の皆様による「見守り」と「おはよう運動」。
弥中生もハイタッチで登校児童を迎えます。 

【写真下段（弥栄中学校）】保護者、民生児童委員協議会、地域の皆様、生徒会による「おはよう運動」。 

【写真下段（弥栄こども園）】民生児童委員協議会の皆様と保護者会の皆様による「おはよう運動」。 

 

 

 

弥栄中学校 

弥栄こども園 

  

  

弥栄こども園と弥栄小学校は令和

7・8 年度の 2 年間、文部科学省・

京都府教育委員会から「育ちと学び

をつなぐ架け橋パスポート事業」の

研究指定を受け、取組を進めていま

す。この取組の対象学年のメインは

こども園 5歳児と弥栄小 1年生。 

1 学期は地域の皆様にもお世話にな

り、弥栄小プール横に一緒に畑を作

ってサツマイモ苗の植え付けをした

り、ひまわりの絆プロジェクトや合

同遊び等に取り組みました。また、

弥栄小児童会と弥栄中生徒会が1学

期の取組や学校行事についてリモー

トで交流し、意見交換をしました。 

7/11（金）合同遊び（5歳児・1年生児童） 

7/15（火）リモート交流（児童会・生徒会） 
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『研修～育ちと学びをつなぐ架け橋パスポート事業』 （弥栄こども園・弥栄小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『丹後ブロック総合体育大会・京都府大会の結果』 （弥栄中学校） 

 

【丹後ブロック中学校総合体育大会（7/12・13）結果】 
 

 

 

 

 

【京都府大会 ＜陸上＞（7/27）結果】 

 

 

 
 

【京都府大会 ＜柔道＞（7/29）結果】 

 

夏季休業中、令和 7・8年度に文部科学省・京都府教育委員会から指定を受けている「育ちと学びをつなぐ架け

橋パスポート事業」について、取組を推進・充実させるため、弥栄小学校を会場に弥栄こども園と弥栄小学校が合

同で 2回の研修会をもちました。1回目は７月２５日（金）。京都府宇治田原町立宇治田原小学校長 様をお迎え

し、「将来の自立・社会参加につながる資質・能力の育成のために大切なこと～手法としての園小接続・探究的な

学び～」という演題でご講話をいただいた後、ワークショップを行いました。2回目は、8月４日（月）。京都ノ

ートルダム女子大学 特任教授 様をお迎えし、１学期に弥栄小学校１年生児童と保護者を対象に実施した「ま

なびスタート調査」について、その目的と分析結果を報告していただきました。 

 

 

 

 

 

【まなびスタート調査】 

 

 

 

 

 

 

＜調査から分かったこと（一部紹介します）＞ 
○就寝時間が決まっている子どもは、集合加算の即答が多い傾向がみられた。 

○家庭でアナログ時計をよく見ている子どもは、集合加算の即答が多く、ひらが

なを全部読める子どもも多い。 

○集合加算で即答できた子どもは全員「しりとり遊びをよくした」子どもだっ

た。またひらがなが全部読めた子どもも、「しりとり遊びをよくした」子ども

が多数だった。 

○トランプ、すごろく等の数遊びをよくした子どもは、集合加算の即答の割合が

多い傾向がある。 

○「テレビ等の時間を限定している、どちらかといえば限定している」家庭の方が

集合加算の即答の割合が高い。 

○絵本の読み聞かせを「よくしている」家庭の子どもは、集合加算の即答比率が高

く、ひらがなが全部読める比率も高い。（絵本の読み聞かせをよくしている家庭

は、弥栄小は比較的多い。） 

 

≪目的≫ 

(1) 小学校入学までの子どもの生活や経験と保護者の子育て意識を保護者アンケ

ートから把握する。 

(2) 小学校１年生にみられる学習の基盤形成（言葉や数の認識）と（１）で見出さ

れたアンケート結果との関連を検討する。 

(3) これらの分析結果を、就学前後の子どもおよび家庭の支援に役立てる。 

 

後藤先生の講話 

ワークショップの様子 

高井先生からの報告 

  ≪団体の部≫  

◆女子バレーボール（弥栄中・丹後中合同） 準優勝 

 ◆女子ソフトテニス 準優勝 

  

  ≪個人の部≫  

◆陸上（1位のみ） 

 ○（男子 2年走高跳）1m65 

 ○（男子 2年走幅跳）5m57 

 ○（女子 2年 100m）13秒 81 

 ○（女子 3年 100m）13秒 20 

              ※大会新記録 

 ○（女子 3年 100mH）15秒 25 

              ※大会新記録 

◆女子ソフトテニス 

 ○ペア 3位  

※府大会出場 

 

 

◆（女子共通 100mH）決勝 4位 

                14秒 69 

◆（男子 55kg 級）  3位入賞 

                


